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連づけたりする力が必要である。また，多面的・多

角的な見方や考え方など社会の変化に主体的に対応

する能力や，自らの考えをわかりやすく他者に伝え

る表現力などの育成が強く望まれている。 
このことから，４つのキャリア能力と社会科にお

いて育てたい力は深く関わりをもち，社会科教育を

進めることが，キャリア教育を進めることにつなが

ると言える。 
そこで，４つのキャリア能力と社会科で育てたい

力の関連性を，表３のように捉えた。 
〈表３ キャリア能力と社会科で育てたい力〉 

キャリア能力 社会科で育てたい力 

かかわる力 

多様なものの考えや立場を理解し，相手の意見を認

め，自分の考えを伝えることができる力。他者とか

かわる力。 

見つめる力 

自らの立場を明確にする力。歴史上の人物やその立

場，当時の時代背景，などを認識する力。他者の立

場と比較して，自分のよさを理解する力 

乗り越える力 
与えられた課題を発見・分析し，適切な計画を立て

てその課題を処理し，解決することができる力。 

見通す力 
その場しのぎの判断に止まるのではなく，その判断

が，将来に与える影響を考察することができる力。

 さらに，「４つのキャリア能力」と「社会科で育て

たい力」，そして，「キャリア教育や社会科の目標」

の関係は，図１のようになる。 

〈図１ キャリア教育と社会科の関係図〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）生徒の実態 

 本校の生徒は，与えられた課題に対して真面目に

取り組む生徒が多い。しかし，断片的な知識に止ま

る事が多く，自分なりの価値判断をしたり，自分と

の関わりで捉えたりする力は低い。また，外国籍生

徒も多く在学しており，多文化共生の環境にあるた

め比較的他者の意見を柔軟に受け入れることができ

る。その反面，自らの意見をもつことを苦手とし，

安易に他者の意見に追従してしまうことが多く見ら

れる。こうした現状から，自らの中に多様な判断基

準をもち，その判断基準をもとに合理的な判断・選

択をすることができる生徒を目指した。そして，こ

うした生徒を育てるために，キャリア教育を進め，

キャリア能力を育むことを本研究の柱とした。 
また，生徒の中には，「歴史学習の対象は過去であ

り，歴史上の人物や出来事を覚えればよい」と考え，

学習意義が感じられない生徒も多い。しかし，歴史

は様々な人間が，各時代で社会のより望ましい在り

方を追求した営みの蓄積である。そこで，その当時

の様々な人物の立場に立ち，判断・選択する場面を

繰り返し設定することで，現代社会をよりよくして

いこうとする公民的資質を高めたいと考えた。 
 
２．研究構想 

（１）研究の目的 

 本研究では，全教育活動の中で行われるべきキャ

リア教育を，あえて社会科教育の中で行う。キャリ

ア教育の視点で，社会科教育を見直し，社会科とし

ての目標を達成しながら，キャリア能力の育成をは

かる社会科教育を提案する。 

（２）めざす生徒像 

 
 
 
本研究における「合理的な判断・選択」を以下の

ように定義する。 

合理的な判断・選択： 
社会事象を多角的・多面的に考察し，事実を根拠と

して，将来に与える影響を考慮した上で導き出した判

断・選択。 
（３）研究の仮説 

歴史学習の単元において，4 つのキャリア能力を育む

ための手立てを取り入れた活動を展開すれば，めざす

生徒像にせまることができるであろう。 
（４）抽出生徒について 

 仮説を検証するために，着目生徒としてＡとＢを

取り上げる。ＡとＢが本実践の中でどのように変容

していったかを学習記録や授業の様子から分析し，

仮説の妥当性や手立ての有効性を検証していく。 
抽出生徒Ａ： 

 授業に対して積極的に参加し，意欲的に学習できる

生徒である。しかし，明確に正解とわかるものは発言

するが，自信がないため自分の考えを発表するには至

らない。日常生活も控えめで，周りを気にし，安易に

友達の考えや意見に流されてしまいがちである。 

抽出生徒Ｂ： 

 学習自体にやや苦手傾向があり，学習成績もふるわ

ない。反面，歴史が好きで，戦国武将に興味をもって

いる。他者とのコミュニケーションはしっかり取れる

が，自分の主張をしすぎる余り，仲間の意見を聞けな

い傾向がある。 

自らの考えに自信をもち， 
合理的な判断・選択ができる生徒 

社会科の目標 

公民的資質 

キャリア教育の目標 

社会的・職業的自立

様々な角度

から総合的

に考察する

力 

課題を見つ

け，解決しよ

うとする力 

社会の変化や

将来の課題に

主体的に対応

する力 

他者を大切

にし，互いの

意見を伝え

合う力 

かかわる力 見つめる力 乗り越える力 見通す力 
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（４）手立て 

 ４つのキャリア能力を育てるための手立てとして，

単元の中で，それぞれの力を重点的に育てる授業を

設定した。 

①「かかわる力」を育てるための手立て（第３時，

第９時） 
グループ活動を取り入れ，他者と意見を相互交流す

る場面を設定する。 
自分の意見と他者の意見との相違点や共通点に気

づき，吟味・修正することで自らの考えを深める。

また，自らの意見と違う他者の意見にふれることに

より，自らの考えの幅が広がり，新たな視点から物

事を捉えることができる。他者から自分の意見を認

められたり，自分と同様の意見をもつ者の存在から

安心感をもったりすることで，自らの意見に自信を

もつことにつながる。 
②「見つめる力」を育てるための手立て（第４時，

第７時） 

その時代の為政者など様々な人物の立場に立って，

社会的事象を考察し，選択する場面を設定する。 
為政者の立場，平民の立場，他国の人の立場など

様々な立場に立って考察することによって，歴史事

象について多角的な見方，考え方に気付く。また，

自分とその時代の為政者の考え方の違いに気付くこ

とで，自分自身の考え方を広げることにつながる。 
③「乗り越える力」を育てるための手立て（第３

時，第９時） 

為政者の行った政策のメリット・デメリットを挙

げ，多面的に考察した上で，生徒が選択する場面を設

定する。 
ワークシートを工夫し，マトリクスにまとめるこ

とでメリット・デメリットが明確になり，比較検討

がしやすくなる。また，物事をメリット・デメリッ

ト両面から考察することで，多面的に見る視点を養

う。そのメリット・デメリットを差し引きしながら，

多くの根拠を元に選択・判断することにつながる。 
④「見通す力」を育てるための手立て（第５時，

第６時，第11時） 

歴史を逆説的に考察し，生徒が当時の為政者の行っ

た政策を評価し，判断する場面を設定する。 

例えば，「徳川氏が，豊臣氏を滅ぼさなかったら，

どうなるだろうか」や「家光が鎖国をしなかったら，

どうなるだろうか」など事実をあえて変えることで，

為政者の判断が正しかったかどうかを考察する。 
自分の考えや判断，選択がその後の歴史にどのよ

うな影響を与えるのかまで考察できるようにする。 
以上のように，めざす生徒像と4つのキャリア能

力の関係をまとめると図２のようになる。 
 

〈図２ ４つのキャリア能力を育てる手立て〉 

（５）単元計画 

 以上のような研究の仮説や手立てを踏まえて，図

３（次頁）のような単元を構成した。 
 
３．研究の実際 

（１）秀吉は，貿易を続けるべきか，キリスト教を

禁止するべきか 

【第３時「かかわる力」，「乗り越える力」を育てる】 
 第１，２時において，織田信長，豊臣秀吉の天下

統一への動きを学習し，第３時では，「かかわる力」

や「見つめる力」を育てるために，以下のような手

立てを設定した。 
・多様なものの考え方に触れ，新しい見方に気づき他

者と意見交換する場面を設定する。（★かかわる力）

・秀吉の立場に立ち，根拠をもって判断し，選択する

場面を設定する。（■乗り越える力） 
キリスト教と南蛮貿易の関係を学習した上で，豊

臣秀吉の立場に立ち，「キリスト教を禁止するか，南

蛮貿易を継続するか」を判断し，選択する課題を設

定した。ここでは，歴史上の人物の立場に立ち，当

時の為政者の考えや選択に迫る，「乗り越える力」の

育成を目指した。また，グループで自らの意見を発

表しあうことで，「かかわる力」の育成を目指した。 
 生徒は，「キリスト教を認め，貿易を続けること」

のメリットとデメリット，「キリスト教を禁止し，貿

易を中止すること」のメリットとデメリットをマト

リクスにまとめることにした（資料１）。 

A は，「キリスト教を認め，貿易を続けること」「キ

リスト教を禁止し，貿易を中止すること」のメリッ 
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〈資料１ Ａのワークシート〉
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ト，デメリットを挙げた。それらを比較検討し，A
は，「南蛮貿易の継続＝キリスト教の許可」という結

論を導き出した。そして，自らの意見をもって，グ

ループ内で話し合う活動を行った（授業記録１）。 
A：貿易することで，日本に戦国時代に必要な火薬が入

ってくるのもメリットだよね。 
S２：でも，キリスト教を認めることが，他国が侵略し

てくることに繋がるんじゃない。 
A：どういうこと。 
S２：資料集のｐ７７に長崎がキリスト教に寄進されて 
 それが「バテレン追放令」に繋がったことが書いてあ

るよ。キリスト教は外国が攻める理由になるんじゃな

い。キリスト教は禁止するべきじゃないかな。 
A：なるほど。 
 多くの生徒がＡと同じように南蛮貿易を推進する

意見をもっていた。しかし，Ａはグループ活動の中

で，「キリスト教を認めると，他国が攻めてくる危険

性があり，南蛮貿易を中止するべきだ」という自分

の考えになかった意見と出会い，新しい見方に気付

くことができた。さらにＡは感想で，「メリット，デ

メリットについてもっと考えたかったです。資料か

らたくさんのことを見つけたかったです」と記述し

ていた。ここから，単純に思いつきや経験で選択す

るのではなく，様々な見方から十分に吟味しなけれ

ばならないこと，様々な根拠を元に選択することの

大切さを学ぶことができた。すなわち，グループ活

動により，多様な見方をもたせる「かかわる力」と

根拠をもって選択をしようとする「乗り越える力」

が育ってきたと考える。 
（２）朝鮮侵略を考えよう【第４時 見つめる力】 

第３時において，生徒はまだ為政者の立場でしか

判断できていなかった。しかし，政策を行う上では，

民衆や相手国など様々な立場を経験することが必要

だと感じた。そこで，秀吉の朝鮮侵略を題材に，多

くの立場で多角的に見る場面を設定することにした。 
・様々な立場に立ち，多面的・多角的に考察すること

ができるように工夫する。（●見つめる力） 
 生徒達は，秀吉，日本の武将，朝鮮の人々の３つ

の立場の人々が朝鮮侵略をどう考えていたのかをワ

ークシートに記入した（資料２，資料３）。 

B を含め多くの生徒は，豊臣秀吉の立場で「朝鮮，

明を自分のものにしたい」という意見を，日本の武

将の立場では「領土が欲しい」という理由から，朝

鮮侵略に対して賛成する意見が多かった。A も豊臣

秀吉の欄に「貿易のために朝鮮を侵略する。自分を

強く見せるため，領土を広げるため」と記入してい

た。しかし，日本の武将の欄には，「朝鮮まで行って，

侵略しなくても良いんじゃないか。兵が減ってしま

うではないか」と他の生徒と違い，朝鮮侵略に反対

する意見を書いていた。 
そして，生徒はワークシート記入後の，資料探し

において，A は日本の部隊が，非常に苦戦し餓死者

がたくさん出た資料を発見した。その資料から，「日

本の武将の中にも，他国を攻める理由を見いだせな

かった者もいたのではないか」という考えを導き出

した。自らの最初の意見を確かなものにできた。 
 また，A，B も含め多くの生徒は，朝鮮の人々の

立場で，朝鮮侵略に対して反対の立場で意見をもっ

ていた。特に A は，「自分たちは普通に暮らしてい

るだけなのに･･･」と当時の朝鮮の人々に寄り添う意

見を出すことができ，被害者である朝鮮の人々の立

場でも朝鮮侵略について考えることができた。 
その後のグループ活動では，個々の意見を出し合

うことにした。話し合いの中でＡは，秀吉の朝鮮侵

略の目的が，単なる領土の拡大だけではなく，「今後

与える領地が不足すること，各地の大名が反乱を起

こさないように，見方を変える必要があった」とい

う意見に出会い，自らの見方を広げることができた。 
また，Ｂは，日本の武将の立場では，朝鮮侵略に

賛成的な立場にいたが，Ａのように朝鮮侵略に対し

て批判的な見方をしていた日本の武将の意見に出会

い，自らのワークシートに書き加えていた。朝鮮侵

略について，侵略する日本側の立場，侵略される朝

鮮側の人々の立場だけで考察していたが，日本の武

将を違う面からも再考察し，日本の武将の立場でも

賛成，反対の両面から考えに気付くことができた。 
 
 
 
 

〈授業記録１ Ａのグループ活動〉

〈資料２ Ａのワークシート〉 〈資料４ Ｂの感想〉

〈資料３ Ｂのワークシート〉
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さらにＢは感想に，「みんなの意見をきいて『こう

いう考え方もあるんだな』と思いました」と書いた

（資料４）。Ｂは，為政者の立場に立ってしか考える

ことができなかったが，朝鮮の人々の立場に立って

考えたこと，自分と違う意見をもつ他者との意見交

換により，日本の武将の中にも様々な考えをもって

いただろうと考えたことにより，朝鮮侵略に対する

見方が変わってきた。より多角的に見ることができ

るようになり，「見つめる力」が育ったと考える。 
（３）最も江戸時代の平和に貢献したのは，どの将

軍なのか①【第５時 見通す力】 
・270 年の平和をもたらした将軍を合理的に判断し，

これからの将来に意識を高めるような場面を設定

する。             （▲見通す力）

第５時は，この単元を貫く学習課題である「最も

江戸時代の平和に貢献したのは，どの将軍なのか」

という課題を，個人追究する時間とした。教師が簡

単に家康，秀忠，家光を説明し，生徒達は，資料集

や教科書を元に，自らの考えをまとめていった（資

料５・資料６）。 

 

 Ａは，武家諸法度を理由に徳川秀忠を，B は，参

勤交代を理由に徳川家光を，一番平和に貢献した将

軍としてあげていた。これから単元を進め，三者の

立場で判断・選択することを経験させ，視点の広が

りや考えの深まり，キャリア能力の育成を目指す。 
（４）もし家康が豊臣氏を滅ぼさなかったら，どう

なっていただろう【第６時 見通す力】 
・歴史上起こりえなかった「if の世界」を取り上げる

ことで，その先にある未来にどのような影響がある

のかを考察する。（▲見通す力） 

第５時で，大まかに三人の将軍について学ぶ機会

をもった。そこで，第６時では，徳川家康に焦点を

当て，「歴史学習の対象は過去である」という考えを

払拭し，未来につながる「見通す力」を育てるよう

な学習を展開していこうと考えた。そこで，「徳川家

康が，豊臣氏を滅ぼさなかったら，どうなっていた

だろうか」という学習課題を設定した。そして，大

阪の陣を考察していきながら，「豊臣氏を滅亡させ

た」家康の選択の是非を考えていくことにした。 
 生徒達の意見は，以下の２つの意見に集約された。 

生徒たちは，グループで互いの意見を主張し合った。

A は，豊臣氏を滅ぼさなければ，大きな戦いが起こ

るという理由から，家康の豊臣氏を滅ぼした行為は

正しいと主張した（資料８）。 

多くの生徒は，徳川家康が江戸幕府を開き，平和

な時代を築いたことを知っているので，家康の行為

は正しかったという考えから抜け出せずにいた。そ

こで，家康に対する先入観を揺さぶるために，豊臣

氏が生き残った時代を想像できた上で，話し合いが

できるように工夫した。ちょうどＢは家康の選択を

間違いであると主張していたので，ＡとＢを同グル

ープとし，グループ活動を行った（授業記録２）。 

・豊臣家が徳川家に反乱を起こして，徳川の地位が脅

かされる。 
・他の大名が豊臣氏のもとに集結する。 
                →対立戦争論 

S１：豊臣氏が滅ぼされなければ，徳川の地位が危なく

なると思う。だから，豊臣氏を滅ぼしたのは正解。 
S２：私も，折角関が原で勝ったのに，また戦いが続い

ていくことも考えられるし，もしかしたら徳川氏が滅

びるかもしれない。 
B：でも，たかだか６０万石の大名になったのだから，

徳川に対抗できる力はないんじゃないの。 
A：いやいや，豊臣に従う大名もたくさんまだいるから，

徳川にも対抗できたんじゃない。戦争が続くと思う。

B：うーん。強力なライバルがいるからなかなか戦争を

起こせないので平和になることも考えられるぞ。 
S３：でもやっぱり，いつまでも戦争の火種になりそう

なことをほっとかなかったので，平和な時代に繋がっ

たんだと思う。 

・豊臣家と仲良く，協力し合って治めていった。 
・豊臣家という大きなライバルがいたために，お互い

に戦ができず，かえって平和だった。 
                →協力平和論 

 

〈資料６ Ｂのワークシート〉

〈資料５ Ａのワークシート〉
〈資料８ Aのワークシート〉

〈授業記録２ Ａ・Ｂのグループ活動〉
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Ｂの主張は，次の通りである（資料９）。 

 グループ活動を終えて，為政者の取った判断が，

先の未来まで考慮した上での行動であったことに気

づくことができた。よりよい世の中を形成するため

には，今の課題を解決するだけでなく未来に目を向

ける必要性に気づくことができた。このことから，

生徒達に「見通す力」が育ってきたと考える。 

（５）秀忠が作った武家諸法度には，どんな条文が

必要だろうか【第７時 見つめる力】 
・秀忠の立場に立ち，大名を統制するという目的を理

解して，条文を考える場面を設定する。 

（●見つめる力）

第７時は，秀忠が他の大名を統制するため制定し

た武家諸法度に，「将軍」徳川秀忠の立場として，新

たな条文を設ける課題を設定した。当時，徳川幕府

の権威を全国へ広げるため，大名を統制することが

急務であった。その時代背景を理解し，為政者とい

う立場を明確にした上で課題に対応しようとする，

「見つめる力」を育成することをねらいとした。 
まず，武家諸法度を読み取りながら，江戸幕府の

ねらいについて考察していくことにした。「大名の築

城禁止」，「大名同士の婚姻禁止」を例に出し，「大名

の勢力が大きくなり，徳川に対抗する力になると困

る」など徳川氏の大名統制について導き出すことが

でき，学習を進めた。 
 

 
 
 
 
 
 ＡとＢのワークシート（資料 10，11）を見てみる

と，他の大名の武力を削る政策を考えるだけでなく，

経済力に目を向け，税を納めさせるなど経済力を削

ぐことも考えることができている。武力，経済力の

両面を統制するということを考慮して多面的な考察

をした上で判断をすることができた。そのことから，

「見つめる力」が育つことができたと考える。 
（６）家光は，貿易を継続するべきなのか，鎖国に

踏み切るべきなのか 

【第９時 かかわる力，乗り越える力】 

・多様なものの考え方に触れ，新しい見方に気づき他

者と意見交換する場面を設定する。（★かかわる力）

・家光の立場に立ち，根拠をもって判断し，選択する

場面を設定する。（■乗り越える力） 

徳川家光の立場に立ち，キリスト教を禁止するか，

南蛮貿易を継続するかの選択を迫る課題を設定した。

ここでは，前回に学習した豊臣秀吉の頃と比較し，

時代の変化等も考慮した上で，歴史上の人物の立場

に立ち，当時の為政者の考えに迫る，「乗り越える力」

の育成を目指した。 
 徳川家光の時代になると，豊臣秀吉の時代とは大

きく社会的に変化している。今回は，その変化を踏

まえた上で，判断・選択することが迫られる。そこ

で，時代の変化を読み取るために，「島原・天草一揆

の絵」を資料として提示し，資料を読み取りながら， 

の２点を確認して，「家光の立場にたって，この後貿

易をどうするべきか」を考察することにした。貿易

について考えるということは，海外との関係を考え

るだけに止まらず，キリスト教徒や大名との関係も 
考慮しなければならない。つまり，外交面と内政面

の両面を考察した上での判断が迫られる。今回はよ

り多様な考えを引き出すため，「どの国とも貿易をす

る（貿易継続）」と「どの国とも貿易しない（貿易中

止）」の他に「相手を選んで貿易する」という選択肢

を増やし，考えることにした（資料 12，資料 13）。 

 

① 恐れていたキリシタンによる一揆「島原・天草一

揆」が起こった 
② 西国の外様大名が，貿易によって力を増している

〈資料９ Ｂのワークシート〉

〈資料10 Ａのワークシート〉

〈資料11 Ｂのワークシート〉

〈資料12 Ａのワークシート〉
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まず，「どの国とも貿易をする」「どの国とも貿易

しない」「相手を選んで貿易する」のそれぞれについ

てメリット・デメリットを出し，家光の立場で選択

した。やはり，中間的な選択肢を認めたこともあり，

生徒のほぼ全員が，一見，貿易継続派，貿易中止派

それぞれのよいところを併せもつことができそうな

「相手を選んで貿易する」を選択していた。そのた

め，グループ活動において，多くの班では，「どんな

国と貿易をすればよいか」というテーマが話し合い

の中心になった（授業記録３）。 

Ｓ１：貿易はしたいけれど，キリスト教は嫌だ。そうな

ってくると日本の都合に合わせた国とだけ貿易を

するって事になるよね。 
Ｓ２：そんな都合の良い国ってあるのか。 
Ｂ：まず，キリスト教が入ってこないように，宣教師

を入れてくる国はだめだろ。 
Ｓ２：大名が勝手に貿易されても，幕府にとっては困る。

Ａ：国を制限するっていうのは，幕府も管理しやすい

んじゃない。 
Ｓ３：島原・天草一揆もあったし，外国が戦争してくる

危険もあるから，安心できる国がいい。 
Ｓ１：信頼できる国ってこと。 
Ａ：キリスト教に関係ないし，中国みたいな近い国も

いいんじゃない。 
Ｂ：せっかく戦争がなくなったんだから，平和な信頼

できる国とだけ貿易するのも手だ。 
 

 「信頼できる国」という言葉には，「一揆を起こさ

ない＝キリスト教を禁止」「けんかが起きないように

＝平和な国」という意味が込められている。このグ

ループ活動を通して，生徒は，貿易を行う国を選択

する上での判断基準を自然に作り上げていった。 

 そして生徒は，グループ活動を通し，協力しなが

ら（かかわる力），為政者の立場に立ち，内政や外交

について考えると同時に，領民の立場として，文化

や生活から貿易の必要性を考え（見つめる力），メリ

ット・デメリット両面を考慮して（乗り越える力）

選択しようとした。さらに，争いのない平和な国に

しよう（見通す力）とする願いを込め，「信頼できる

国」を判断基準としながら「相手を選んで貿易をす

る」という合理的な判断・選択を行うことができた。 

（７）最も江戸時代の平和に貢献したのは，どの将

軍なのか②【第 10 時，第 11 時 見通す力】 
この単元のまとめとして「最も江戸時代の平和に

貢献したのは，どの将軍なのか」と題して，家康，

秀忠，家光の三将軍から，最も平和に貢献したと思

われる将軍を選択する活動を行った。 
・260 年余り続いた江戸時代の平和をもたらした将

軍を，合理的に判断し，これからの将来に意識を高

める場面を設定する。      （▲見通す力）

 生徒は，今までの学習を元に，三者のやったこと

を，マトリクスを用いて多面的に比較し，個人追究

を行った。その際に，その将軍を選んだ理由はもち

ろん，その他の将軍を選ばなかった理由も挙げるこ

とにした。A，B のワークシートをみてみると，両

者とも徳川秀忠を選択した（資料 14，15）。 

 

A が秀忠を選択した理由は，「秀忠が将軍だった時

には，歴史に残るほどの大きな戦がないから」であ

った。家康や家光を選択しなかったのは，それぞれ

の将軍の功績に納得しつつも，どちらも戦争を起こ

し多くの犠牲者が出たことを理由に挙げていた。学

習したことを元に，「平和＝戦争のない」ということ

を意識している。また，武家諸法度を制定し，大名

を統制する政策に，これからの平和継続を見いだし

ていると考える。 
 その後，クラス全体で討論会を行った。一般的に，

家康，家光の功績と比べ，印象の薄い秀忠だが，討

論会の間 A は，終始，「平和に貢献した将軍秀忠」

を貫いた。「江戸幕府の基礎を作った家康」「鎖国を

断行した家光」の意見にも，同じグループの仲間と

〈授業記録３ Ａ・Ｂのグループ活動〉

〈資料14 Aのワークシート〉

〈資料15 Ｂのワークシート〉

〈資料13 Ｂのワークシート〉 
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協力し合いながら，秀忠の功績を資料から懸命に探

そうとしている姿があった。今まで，周りに流され

ることの多かった A が，この単元を通して，自分の

意見に自信をもち，意見を主張することができてい

た。「平和」という言葉にこだわり，今後の平和のた

めには，きまりをしっかり決めておくことの必要性

を訴えている姿に，A の成長を感じることができた。 
B は，A と同様に秀忠派として討論し，説得力の

ある意見を出した。しかし，授業後には，「江戸時代

の基礎を作った家康が一番かも。秀忠は，家康がや

ったことを続けた」という感想を残した（資料 16）。   

今まで他者の意見を聞くことができなかったBが，

この単元を通して，他者からの意見を柔軟に受け入

れ，よりよいものを選択しようとしている。B も A
と同様に成長する姿を見ることができた。 
 
４ 研究の成果と課題 

（１）成果 

本研究では，４つのキャリア能力を育てることで，

「自らの考えに自信をもち，合理的な判断・選択が

できる生徒」という目指す生徒像に迫れると考えた。

そこで，抽出生徒の変容と，単元の前後に２年２組

を対象に実施したアンケートの結果（資料17）を元

に手立てが有効であったかを考察する。 

①「かかわる力」を育てるための手立て 

 単元を通して，グループ活動を多く取り入れた。

自分の意見と異なる他者の意見に触れることで，自

らの考えの幅を広げることができた。授業後のＢの

感想にも，グループ活動によって自分の意見に自信

をもったこと，新たな考え方の視点を得られたこと

が記述されていた（資料４，資料 16）。これは，単

元後のアンケートからもいえる（アンケート⑥，⑧）。 
「グループで協力して学習するのが好きだ」との問

いに対して，あてはまると答えた生徒が 28 人から

32 人に増えた。「相手が理解しやすいように自分の

気持ちを伝えようとしている」との問いには，よく

あてはまると答えた生徒が５人から 12 人に増え，

他者のことを考えながら，自分の意見を伝えようと

努力する生徒が増えたといえる。 
 ②「見つめる力」を育てるための手立て 

 様々な人物の立場に立って，社会的事象を考察し，

選択する場面を設定した。第４時の授業において，

生徒 A，B をはじめ生徒は，為政者からの一方的な

見方だけだったが，被侵略者の立場を経験すること

で，多角的な見方をすることができるようになった。

また，同じ立場であっても，違う見方で社会事象を

見ようとする動きも見られた。 
 さらに，様々な立場を経験し，当時の為政者の困

難な経験を体感したことにより，自分自身を見つめ，

不得意なことでも自ら進んで行おうという気持ちを

もつことができた。これはアンケート⑬の結果（18
人→24 人に増加）からもいえる。 
 ③「乗り越える力」を育てるための手立て 

 メリット・デメリットを挙げ，多面的に考察する

場面を設定した。ＡやＢのワークシートを見てみる

と，判断・選択する上で必要な根拠をメリット・デ

メリットの両面から相対化し，根拠を複数提示しな

がら自分の判断・選択を確かなものにすることがで

きた（資料１，資料 12，資料 13）。 
生徒たちのワークシートから，判断・選択する理

由を，資料を基にした根拠が明確なものと，自分の

知識や経験のみを基にし，資料に基づかない理由を

挙げているものを表にまとめてみた（資料 18）。 
〈資料18 クラスにおける根拠数の推移〉 
 2年2組 35人 資料から根

拠１つ（人） 

資料から根

拠複数（人） 

資料からでは

ない根拠（個）

第３時（秀吉） 29 ２ 32 

第５時 

(第一次３将軍比較)
29 ２ 10 

第９時（家光） ７ 25 ３ 

第 11時 

(第二次３将軍比較)
５ 30 １ 

単元が進むにつれて，資料に基づかない根拠が減

〈資料16 Ｂの授業感想〉
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り，資料から根拠を見つけ，多面的に物事をとらえ

ようとする視点を育むことができた。また，根拠の

数も増え，より多面的にものを見ようとする意識の

高まりを感じることができた。 
 さらに，わからないことがある時は，資料や情報

を集めようと考える生徒が，９人から 20 人に増え

たことから，根拠の大切さに気づく生徒が多くなっ

たことがいえる（アンケート⑪，⑫）。 
 ④「見通す力」を育てるための手立て 

 自分の選択が，将来にどのような影響を与えるこ

とになるのか考える場面を，歴史分野の学習に盛り

込んだ。生徒の中には，単元を進めていく中で，単

純にその時の判断だけでなく，「将来どのようになる

か」「この選択をすると，その後どのような影響があ

るのか」など，将来を見通して判断しなければなら

ない，という判断材料が増え，将来を見越した意見

を挙げる生徒が増えた（資料８，資料９，授業記録

２）。また，Ａは将来の日本の平和を常に意識し，「『信

頼できる国』とだけ貿易をする」や「大きな戦を起

こさず，大名の統制に心を配った秀忠」をその後の

平和を作った将軍に選択するなど，将来の日本を念

頭に置いた判断が見られるようになった（資料 12，

資料14，授業記録３）。 

 さらに，歴史学習の意義を見出し，将来役に立つ

学習であると考え，学習意義を感じることができた

生徒が増えた（アンケート④14人→24人に増加）。 

 以上のように，４つのキャリア能力の育成ができ

たことにより，「自らの考えに自信をもち，合理的な

判断・選択ができる生徒」という目指す生徒像に迫

ることができたと考える。 
（２）課題 

 ①振り返りの場面の設定 

 「見つめる力」は，自分自身を見つめ，自分のよ

さを生かす力である。今回の研究を通して，自己肯

定感を感じるような手立てを講じることができなか

った。毎回の授業の最後に，グループでお互いの意

見や授業の様子に対して相互評価し合う活動を取り

入れることができていれば，自分のよさに気づき，

自己肯定感が生まれ，さらなる「見つめる力」の育

成につながったと考える。 
 ②社会科教育でキャリア能力の育成をはかる 

 キャリア教育を社会科教育の中で行うことにより，

そこで育てたいキャリア能力の定義の難しさを感じ

た。「基礎的・汎用的能力」自体多くの部分がそれぞ

れの能力と絡み合う部分が多く，不可分な要素も多

く見られる。そういった状況もふまえ，歴史的分野

だけに限らず，地理的分野，公民的分野にも通用す

るような「社会科におけるキャリア能力」の定義を

明確にする必要性を感じた。 
 

５ 今後のキャリア教育の目指すもの 

未だ「キャリア教育は，進路指導の一部である」

という考えが多く，教育活動全般で行われる意識が

薄い。そこで今後は，「本来キャリア教育が各教科授

業においても可能であることを認識すること」「キャ

リア教育で育成できる４つのキャリア能力をどの単

元のどの学習で培うことができるのかを明確にする

こと」「他教科と連携を図ること」が一層求められる。 
そして，中学校３年間を通じて，キャリア能力の

育成が図れるような系統的なカリキュラム作りを進

めていかなければならない。つまり，義務教育期間

が終了し，卒業後の進路という大きな選択が迫られ

る中学校においてこそ，学校全体を通してキャリア

教育を進める土台作りが重要であると考える。 
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平成 25 年度 知立市立知立南中学校研究紀要 

付記 
 愛知教育大学教職大学院において，このような研修の機会

を与えてくださった愛知県教育委員会，西三河教育事務所，

知立市教育委員会にお礼申し上げると共に，知立市立知立南

中学校三浦祥志校長をはじめとする教職員の皆様には，研修

にご理解，ご協力をいただき，心より感謝申し上げます。こ

の教職大学院で学び得たことを少しでも現場の先生方や生

徒たちに還元できるように努力していきたいと思います。 

 また，課題実践研究計画を進めるにあたり，親身になって

ご指導いただいた，愛知教育大学教職大学院の萩原孝准教授，

中妻雅彦教授をはじめ，諸先生方に厚くお礼申し上げます。 
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